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魚道調査を行って… 

                                 資源課 研究員 吉 田 友 和 

 河川内に生息する多くの魚類は、その一生を川

の上流から下流まで、あるいは海との関係を密に保

ちながら生活しています。以前は、河川に堰堤などが

設置される場合、魚類の遡上・降下をあまり考えず工

事が行われてきましたが、近年では、河川法が改めら

れたことなどにより、配慮がされつつ工事が行われて

いることは非常に喜ばしいことです。 

さて、現在当場では、魚類の生息環境保全技術開

発の一環として、河川に設置された「魚道」について

調査を行っております。調査は「魚道」についてその

実態を把握し、問題のある箇所については改善策を

たてたり、それらの管理指針等を作成するために行っ

ています。 

ここでは調査を行って気づいた点がありましたので

それについて少しふれたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの写真は、最近作られた魚道ですが、写真１の

様に魚道は設置されていても、構造上、管理上の問

題から魚道プールに土砂やゴミが大量に堆積し、魚

類の遡上・降下に必要な流量が確保されないという

状況が見られました。また、写真２の様に、水が全く

流れない魚道も見られました。 

 このように魚道ができてもアフターケアを行わなけれ

ば魚は川を上ったり、下ったりできません。 

 

河川内に堰堤等が設置される場合、そこに設置さ

れる魚道について、漁業協同組合のみなさまのところ

へ相談が持ちかけられると思いますが、川の将来を

考え、その管理面等まで検討を行ってほしいと思いま

す。 

当場では、今後も河川環境に関する調査研究を進

めていきますので、みなさまのご協力をお願い致しま

す。 

 

小出支場 
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１ 

写真２ 水が流れていない魚道 

写真１  魚道プールに堆積したゴミにより魚道が

機能しないケース 



ドジョウ仔魚のエサ・ワムシ 

                             養殖課 主任研究員 山 口 裕 昭 

佐渡産ドジョウ 

 今年度から当場では、トキに関する県の事業の一

環として佐渡産ドジョウの養殖試験に取り組んで

います。佐渡では、トキが１１羽生まれ元気に育っ

ています。今後のさらなる増殖にはずみがつきまし

た。トキのエサとしてのドジョウの需要も増加が見

込まれ、地元佐渡での増養殖が期待されているとこ

ろです。 

 

ドジョウ仔魚のエサ 

 ６月、佐渡から送られた天然の親ドジョウより人

工採卵を２回行い、約１万尾のふ化仔魚を得ました。

 コイなどの仔魚のエサにはミジンコが適してい

ますが、ドジョウでは口が小さく、ミジンコより小

さいワムシが適しています。初期にワムシを与えた

ドジョウは、８月末現在ほぼ順調に育っています。 

 

ワムシの培養 

ここでいうワムシは淡水産のツボワムシのこと

です。 

 まず当場の屋外池で繁殖させたワムシをネット

ですくい取り、屋内水槽に入れ、水温を２５℃以上

に保ち、クロレラを与え、培養しました。最大値で

８７個体／ｍｌの密度まで培養でき、量的にもドジ

ョウ仔魚のエサとして十分でした。仔魚の消化管は

膨らんでおり、糞からはワムシの殻の破片が確認で

きました。 

 ワムシの水槽には、その後ミジンコや他のプラン

クトンが繁殖し、またたく間にワムシは消失してし

まいました。屋外池から移植するだけでは、ワムシ

の増殖を継続させるのは困難です。 

 ワムシが初期に増殖するときの卵は、複相単性生

殖卵といい、メスだけが生まれ、これが繰り返され

ます。その後、環境の変化が生じると、オス卵（単

相単性生殖卵）が生まれ、両性生殖により耐久卵が

生まれます。耐久卵とは、ワムシにとって良い環境

になるまで耐える卵、つまり春や秋のような環境の

良い時期までふ化しない卵のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ａ：複相単性生殖卵 

そこでワムシが耐久卵を生んだところで耐久卵

を集めて乾燥させました。乾燥させた卵を水に戻し

たときのふ化率は、３日目で１５％でした。 

乾燥卵を用いた培養では、２週間程度継続してワ

ムシを繁殖させることができました。培養を続ける

と、水槽内の環境変化からか、再び耐久卵を持つ個

体が増え始めたので、再度耐久卵を集め、乾燥させ

ました。結果的に１，５００万個の卵が得られ、耐

久卵の利用により、安定的で計画性のある培養法の

メドがたちました。 

  次年度は、この卵を用いてワムシを培養し、ドジ

ョウのエサとして計画的に使用していきたいと考

えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ化間近の耐久卵 

２ 



ニシキゴイの寄生虫に対するプラジクアンテルの駆除効果 

                           病理環境課 主任研究員 大 江 貢 弘 

現在、ニシキゴイの寄生虫駆除には薬浴法が用

いられていますが、大変な労力と時間が必要とさ

れ、魚に対するストレスが大きいことが問題点と

してあげられます。 

 そこで、ニシキゴイの寄生虫に対してプラジク

アンテル（Praziquantel）を経口投与し、その駆

除効果について検討を行いました。 

 

【方法】単生虫ダクチロギルス（写真 1）と繊毛

虫トリコディナ類（写真 2）が寄生したニシキゴ

イ（平均体重：182g）を各 3 尾ずつ、上面ろ過フ

ィルター付き 60L ガラス水槽3 区に収容し、水温

18℃で飼育した。投薬は、魚体重 1kg 当たり 0mg

（対照区）、75mg、150mg の用量で 3 日間連続の経

口投与とした。いずれの試験区も一般飼育状況の

観察とともに、投与前後の体表粘液 0.1mg 中の虫

体数を計測し、統計学的に処理した。 

写真１ ダクチロギルス 

写真２ トリコディナ 

 

 

【結果】ダクチロギルスについては、投与前の虫

体数は 6.17～6.50 であったが、75mg/kgB.W.投与

区及び 150mg/kgB.W.投与区では投与後の寄生は

まったく認められず、100%の駆除率であった（図

1）。トリコディナ類については、投与前の虫体数

は 981.67～1,013.67 であったが、投与後は

75mg/kgB.W.投与区では 22.17 に減少（駆除率

97.7%）し、150mg/kgB.W.投与区では 0.50 に減少

（駆除率 99.9%）していた（図 2）。 

また、75mg/kgB.W.投与区及び 150mg/kgB.W.投

与区において、対照区と比較して有意にダクチロ

ギルス、トリコディナ類の駆除効果が認められた

（Wilcoxon 順位和法検定：両側 p＜0.05）。 
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図２　プラジクアンテル経口投与によるトリコディナ類の
　　　増減
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図１　プラジクアンテル経口投与によるダクチロギルスの
　　　増減



冷たい水のさかなたち(小出支場のさかな図鑑) 

                            小出支場 主任研究員 井 熊 孝 男 

 小出支場で試験、研究及び系統保存用として飼

育している冷たい水に住むさかなを紹介します。 

１ ニジマス(サケ科サケ亜科サケ属) 

① アルビノ 

 

・黒い色素が無いため体が黄色く見える。 

・目は赤い色をしている。 

②ニジマス (支場系､宮崎系､ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｿﾝ､ｽﾁｰﾙﾍｯﾄﾞ) 

 

・品種改良がされ、いろいろな系統がある。 

・養殖の量が一番多い。 

③無斑(ホウライマス) 

 

・ニジマスの黒点が無い種類 

２ サクラマス、３ ヤマメ(サケ科サケ亜科サケ属) 

 

・川に残った小型魚がヤマメ、海に降って大型化

した魚がサクラマスといわれている。 

４ イワナ(サケ科サケ亜科イワナ属) 

 

・川の上流部に生息、養殖は難しい。 

５ アメマス(ｴｿﾞｲﾜﾅ)(サケ科サケ亜科イワナ属) 

 

・海に降る個体がある。体に大きめの白点がある。 

６ カジカ(カジカ科カジカ属) 

  

・上流部の水のきれいなところに住んでいる。 

・養殖は非常に難しい。 

７ ブラウンマス(サケ科サケ亜科サケ属) 

 

・ﾖｰﾛｯﾊﾟ原産、シューベルトの｢鱒｣のモデルの魚 

８ カワマス(ﾌﾞﾙｯｸﾄﾗｳﾄ)(サケ科サケ亜科イワナ属) 

 

・北アメリカ原産のイワナの仲間 

９ ギンザケ(サケ科サケ亜科サケ属) 

 

・日本より北では一般的なサケ 

・世界的に養殖が盛ん(成長が早い) 

１０ イトウ(サケ科サケ亜科イトウ属) 

 

・北海道の一部に住んでいる。 

・かなり冷たい水でないと養殖できない。  

４ 



小出支場今昔 

                               小出支場  支場長  細 谷  久  信

 本年 4 月 1 日付けで小出支場長として赴任しまし

た細谷です。よろしくお願いいたします。 

 私は以前、昭和 52 年 8 月～昭和 56 年 3 月まで小

出支場に勤務していました。その当時の庁舎は以前

からあった木造２階建てで、職員、非常勤職員共に

現在より多く、14 名の人員でニジマスの種苗生産を

主体として、イワナやヤマメ等の在来マスの種苗生

産や養殖に関する試験研究と普及・指導、カジカの

種苗生産技術開発、冷水魚の魚病に関する試験研究

などの業務に毎日励んでおりました。 

 

   昭和 53 年 ニジマス空気採卵風景 

 

 その当時に最も問題となっていたのがウイルス性

疾病の伝染性造血器壊死症(IHN)で、主としてニジマ

ス稚魚に多大な被害をもたらす病気でした。IHN は

昭和 46 年の本邦での初発生以来、昭和 50 年には全

国のニジマス主要生産地に発生が拡大し、稚魚を中

心に多くの斃死を被っていました。 しかしながら、

その当時の県内では IHN は未発生であり、侵入防止

に警戒していたのですが、昭和 51 年の秋に IHN の初

発生があり、昭和 52 年のニジマス春稚魚では魚沼地

域を中心にほぼ県内全域で発病がみられ、ニジマス

業界は壊滅的な被害を受けることになりました。 そ

の後に実施された「IHN の発生に伴うニジマス養殖

実態調査」報告書によれば、昭和 52 年に IHN で斃死

したニジマスは 1,518 万尾となり、以前に斃死原因

が 1 位であった同じウイルス性疾病である伝染性膵

臓壊死症(IPN)を軽く追い抜き 1 位になっています。                                         

因みに、昭和 51 年以前は IPN による斃死は 300 万尾

前後でしたが、昭和 52 年の斃死数は IPN の発生前に

IHNによる斃死が発生したことから52万尾に止まっ

ています。 

 その様な状況の中で、隔離施設の完備等の IHN に

対する防疫対策を官民あげて徹底した結果、昭和 53

年の IHN による斃死数は合併症も併せて 247 万尾に

減少しました。しかしながら、その後の IHN の発病

傾向は他県と同様に、発病サイズが年々大型化し、

斃死率こそ低いものの商品サイズである 100g 以上

の魚も発病が見られるようになるとともに、発病期

間も周年に亘り、次第に慢性化の様相を呈して現在

に至っています。 

  現在の小出支場は庁舎が鉄筋コンクリート２階建

てに生まれ変わり、ふ化場や採卵室は従来のままで

すが、一部の飼育池は小規模な飼育試験が可能なよ

うにコンパクトな設計になっています。 

 
        旧木造庁舎 
 

 事業はニジマスの種苗生産が終了し、厳冬期の採卵

作業が無くなりました。代わってサクラマスの資源増

大を目的にした事業やニジマスの販路拡大をねらっ

た消費者のニーズに合う品種改良試験などが主な事

業となり、職員一同一丸となって取り組んでいます。 

 

 

 

５ 



平成１３年度のサケ来遊予測 

                                      資源課 専門研究員 三 好  勝 

当期の来遊予測      （H１２来遊実績） 

河川   １０６，０００尾 （９６，５００尾） 

沿岸    ７１，０００尾 （９１，２００尾） 

    計    １７７，０００尾 （１８７，７００尾） 

 

予測にあたり 

  毎年、資源評価の資料としてサケの採鱗を関係者に

協力願い調査を行っています。従来結果については講

習会等を通じ報告してきましたが、 今年からこのみな 

 

 

もにも掲載し、お知らせすることにしました。 

 予測は、同じ年に生まれたサケ（同一年級群）でも回

帰する年齢が異なり、年齢ごとの捕獲尾数を 基に、過

去１０カ年における年齢別来遊数結果（河川＋沿岸）か

ら、年級ごとのｎ歳とｎ＋１歳の相関を回帰分析により求

め、来遊尾数を捕獲比率（河川６：沿岸４）で配分したも

のです。 

  今後とも調査・研究への協力方宜しくお願いします。 

 

 

ハンガリーとの技術交流

養殖課 主任研究員 佐 藤  将

７月４～１２日にかけて２名のハンガリー人研究

者が来場しました。これは日本学術振興会の二国間

交流事業に基づくもので、受け入れ先の東京大学よ

りの依頼により、当場に滞在し、ニシキゴイの凍結

精液実験や研究セミナーなどの技術交流を図りまし

た。 

この技術交流は今年で３年目となり、今年は St. 

Istvan（聖イシュトヴァーン）大学の Dr. Urbanyi

と Dr. Horvath（左）のお二人がやってきました。 

 ハンガリーはコイをはじめとする淡水魚の養殖が

んで、遺伝育種研究の分野では、すばらしい実績が

あります。ハンガリーではニシキゴイを素材に遺伝

育種研究を始めており、当場との協力関係により、

お互いの研究の発展が期待されています。実際に、

彼らの研究結果は我々の研究に応用され、よい成果

が得られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凍結精液実験のようす 

 

 ハンガリーはなじみの薄い国かもしれませんが、と

てもすばらしい所です。みなさんも一度、行ってみま

せんか。 

 

水声魚語水声魚語 
          アユ釣りシーズンも終わり、さみしいこの頃です。釣りためたアユを供養もかねて

          有志で味わう会を計画しています。今年、私に釣れたアユは、小型が多かったです

が、十分楽しませていただきました。安定的に釣りを楽しめるよう、我々も努力していきたいものです。

６ 

水声魚語


